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フ タ モ ン ア シ ナ ガ バ チ の 巣 の 発 展.lll*

卵 及 び 幼 虫 の 除 去 と建 設 雌 の 産 卵

(日本産社会性蜂類の研究.V)

守 本 陸 也

On the nest development of Polistes chinensis antennalis 

   Perez. III. Relation between the removal of eggs 

     and larvae from the nest and the oviposition 

             of the founding female 

   (Studies on the social Hymenoptera of Japan.  V) 

               Rokuya Morimoto

緒 言

フタモンアシナガバチの巣の発展の経過の概要 及び巣房の増築に関する諸要因,建 設雌

の産卵に関する2,3の 問題等は"巣 の発展.1,II"3・4)で 取 り挙げたが,本 稿では空室

と産卵との関係及び産卵習性を一層明確にする為に行つた小実験の結果を述べたい,

アシナガバチ類に於ては巣房が増築されて行 くと共に,次 々とそれ らの新しく造 られた

巣房に産卵が行われて行 くのであるが,卵 を産附する位置は六角形の巣房の何れかの隅で

あり,1つ の巣に就いて卵を産附 している位置を調べて見る時,中 心部(支 柱がある部分)

に近い隅に附ける場合が非常に多いことは前に報告した.2)然 し,こ の現象は蜂にそのよう

な習性がある為に生じたものであるのか,叉 は他の原因に依つて偶発的に生 じたのである

のかを明らかにすることが,こ の実験の主な目的の一つであつた.

他の一つの目的は,自 然状態に於ては 充分に明らかにす ることの出来なかつた空室 と産

卵 との関係,特 に,人 為的に空室を増加す ることに依つて,建 設雌の産卵率が増加するか

どうかを究明することであつた.

実 験 方法並 に結 果

5月 上旬,本 実験を石塔台石の側面,水 入れの側面,植 物体等に造つている巣に就いて

行つた.建 設雌が巣に居ない時を見て,一 部の卵及び幼虫をピンセッ トで取 り出した.そ

の後に於ける蜂の営巣活動は,巣 の成長する様子を観察することによつて推定した.こ の

実験は総て"フタモン アシナガバチの造巣場所について"1)の 中に述べた墓地Aで 行つた.

*本研究は九州大学農学部昆虫学教室に内地留学中に行つたものである.
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巣No.100.こ の巣は南を向いた石塔の台石の側面に支柱を水平に取り付け,巣 房の口が南を向

くように造つていた.5月5日 に,最 も早く産下したと考えられる中心部の3卵 を取り除いた.5月

13日 に観察すると巣房は4個 増加してお り,5日 以来7卵 を産んでいた.卵 を取り去つた3室 には総

て産卵しており,5日 には空室であつた3室 及び新しく造つた4室 のうちの1室 にも産卵していた.

更にFigs.1及 び2を 見れば明らかなように,卵 を取り去つた 室の うち2室 は前と同じ隅に産卵

していた.

巣No.101.マ ツバボタンの茎の,地 面から4cm程 上の所に支柱を附けていた.5月5日 に

は巣房は全部で10個 あり,そ の うち8室 に産卵してお り2室 は空室であつた.巣 の中心部の3卵

を取 り除いた.5.月13日 に見ると巣房が4個 増加し,7個 の卵を産下していた.卵 を取 り除いた3

室 にはすべて再産卵しており,5日 に空室であつた2個 の巣房と,増 築した4室 の うちの2室 とに産

卵していた.

巣No・102.石 塔の水入れの東側面に東向きに造つていた.5月5日 に巣の中心部の4匹 の幼虫

を総て取り除いた.何 れ も孵化後間の ない1令 の幼虫であつた(Fig.3参 照).5月13日 には巣房

Figs. 1 et 2. Removal of broods, Nest No. 100. indicates cells of 

   broods removed. L denotes the larva.  1: May 5. 2: May 13.

Figs. 3 et 4. Removal of broods, Nest No. 102. 3: May 5. 4: May 13.
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は増加していないが,3卵 を産下している.そ のうち2卵 は幼虫を除去した室に,1卵 は中央部の,

5日 の観察では卵のあつた室に産下していた.従 つて,実 験的に幼虫を取 り除いた4室 の うち2室 は

空室のまXで ある.5日 以後に産下した3卵 は総て前 と異つた隅に附けていた.こ の巣では実験的に

取 り除いた以外にも,3個 の卵がなくなつていた(Fig.4参 照).

巣No.104.墓 地の囲の柱の東側面に,東 向に造つていた.5月5日,孵化 している総ての幼虫

を取 り除いた(Fig.5).5月13日 には巣房は増加していなかつた.幼 虫を除去した4室 のうち2室

に卵を産附していたが,2室 は空室のまxで ある.幼 虫を取り除いた室に産んだ2卵 の うち1卵 は,

前 と同じ隅に産附していた。他に2卵 がなくなつていた(Fig.6参 照).

巣No.105,ピ サカキの小枝に東向に造つていた.5月5日 に最も早 く造つたと考えられる5室

の卵を取り除いた(Fig.7).5月13日 に観察すると巣房は増加していなかつた.卵 を除いた5室 の

うち3室 に産卵しているだけで,2室 は空室のまゝであつた.卵 を除去した室に産下した3卵 の附い

ている位置を調べて見ると,1卵 は前と同じ隅に,他 の2卵 は異つた場所に附いていた.巣 房の総数

Figs. 5 et 6. Removal of broods, Nest No. 104.  5  : May 5. 6 : May 13.

Figs. 7 et 8. Removal of broods, Nest No. 105. 7 : May 5. 8 : May 22.
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は30,そ の うち幼虫の入つている室が5,卵 のある室が16,空 室 が9で あつた.5月22日 に観察す

ると巣房は増加していなかつた.多 くの幼虫が孵化 してお り,4個 の卵が消失し,3卵 が産下されて

いた.5日 に幼虫を取 り去つた5室 には総て産卵していた(Fig、8参 照).

巣No.106.巣 は南を向いた石塔の水入れの東側面に,東 向に造つていた.5月5日 に3幼 虫と

2卵 を除去した(Fig.9),5月13日 に観察すると巣房は2個 増加しており,幼 虫又は卵を取 り除い

た5室 のうち4室 に産卵していたが,そ の うち3室 は卵を前と同じ隅に産附していた.5日 に空室で

あつた巣房の うちの1個 に産卵していたが,新 しく造築した2巣 房は空室であつた(Fig.10参 照).

巣No.107.南 向の石塔の水入れの東側面に造つていた..5月5日 に,最 も早く造つたと考えら

れる4個 の巣房から卵を取 り除いた(Fig.11).5月13日 に観ると巣房が7個 増加してお り,卵 を除去

した4窒 には総て産卵していた。5日 に空室であつた3室 のうち2室 と,増築した7室 中の2室 に産卵

していた.卵 を除去した巣房に産附した4卵 の うち3卵 は前と異つた隅に附けていた(Fig.12参 照).

巣No.108.こ の巣はマツバボタンの茎に造つていた.5.月6日 に巣の中心部の4卵 を取り除 い

た(Fig.13).5.月13日 に観察すると巣房は増加していなかつた.2幼 虫が孵化 していたが,何 れも

孵化直後のようであつた.卵 を取 り除いた4室 には総て産卵しており,2卵 は前 と同じ隅に,他 の2

卵は異つた隅に附けていた(Fig。14参 照).5月15日 に観察すると巣房も卵も増加していなかつた.

巣の詳細はTable1に 示 した.

Figs. 9 et 10. Removal of broods, Nest No. 106.  9  : May 5. 10 : May 13,

Figs. 11 et 12. Removal of broods, Nest No. 107. 11 : May 5. 12: May 13.
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巣No.110.石 塔の台石の南側面に,南 向に造つていた.5月5日 に,孵化 している8幼 虫のう

ち巣の中心部にいる,早 く孵化したと考えられる5幼 虫を取り除いた(Fig.15).5月13日 に観察

すると巣房は増加せず,幼 虫を除去した5室 には総て産卵していた.そ のうち3卵 は前と同じ隅に産

附していた.多 くの空室のうち,産 卵しているのは幼虫を除去した中心部の5室 だけであつた(Fig.

16).

巣No.68.南 向の石塔の水入れの側面に,南 を向けて造つていた.4月30日 に観察した所によ

ると,巣 房の総数は12個 で,そ のうち2室 は空室,他 の10室 には卵が産附されていた.5月7日 に

観ると巣房は2個 増加し,2卵 を産下していた.早 く産んだと推定される3卵 を除去した(Fig.17).

5月13日 に観察すると巣房は増加していなかつたが,4幼 虫が孵化 しており,卵 を取 り除いた3個 の

巣房の うち1室 だけに産卵し,他 の2室 は空室であつた(Fig.18参 照).5月23日 に観察すると,

建設雌は死んで巣の下の石の上に落ちていたが,死 後余 り時間が経つていないのか,未 だ柔 く,ア リ

も来ていなかつた.こ の時の巣の状態はFig.19に 示 したように,巣 房は13日 以後増加しておらず,

Figs. 13 et 14. Removal of broods, Nest No. 108.  13: May 5. 14: May 13.

Figs. 15 et 16. Removal of broods, Nest No. 110. 15: May 5. 16 : May 13.
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Figs. 17, 18 et 19. Removal of broods, Nest No. 68. 17: May 7. 18: May 13. 

 19  : May 23.

幼虫と卵が各1個 な くなり,3卵 を産下していた.実 験的に卵を除去した3室 のうち2室 に産卵して

おり,そ のうち1室 は前と同じ隅に卵に産附していた.

卵 叉は幼虫 の一部 を取 り除 いた実験 の,個 々の巣についての方法 と結果は 大体以上 の よ

うであ るが,こ れを まとめ る と次 のよ うになるであろ う(Table1参 照).

Table 1. Data for ten nests of  Palistes chinensis antennalis Perez.



529

1.実 験 を行つた10巣 の うちには,卵 及び幼 虫の一部 を除 去 してか ら次 に観察す る迄

の間に巣房の増加 してい る巣(No.100,No.101,No.106,No.107,No.68)と,増 加

していな い巣(No.102,No.104,No.105,No.108,No.110)と が ある.

2.次 に 著 しい現象は卵及び幼虫を取 り除いてか ら次 に観家 す る迄 の期 間が,殆 ん ど,

どの巣で も同 じであ るのに,各 建設雌 の産卵は相 当大 き く相異 してい ることである.

3.卵 及 び幼虫を取 り除いた室 に再び産卵す る時,以 前 と同 じ隅に産附す る場合 が,30

例 の 中14例 もあ る.

4.実 験 的に卵及び幼虫を除去 した為 に生 じた空室に,他 の空室 よ りも 優先 的に産卵 し

て いる と考え られ る.

5.実 験 的に取 り除 いた以外に,卵 叉は幼虫のな くなつた巣(No.102,No.104,No.105,

No.110,No.68)が あ るが,こ の よ うな場合,巣 の周辺部 の,産 卵 後余 り日数の経つてい

ない卵がな くな るこ とが多い.

6.5月23日 の観 察の時,建 設雌 の死 んでいた巣No.68は4月 下旬以来,他 の巣に

比 べて巣房 の造築,産 卵等 の活動 が旺 んでな い様に思われ る.こ の巣の よ うに 中途で滅ん

だ巣 については,後 程他 の例 と併 せて考 察す るつ も りであ る.

考 察

以上の実験結果に 自然状態に於ける造巣活動を結びつけ,叉 今迄に報告した観察結果を

参考 として,建 設雌の産卵,巣 房の造築等の習性について考えてみたい.

イ.こ の実験を行つた10巣 について,個 々の巣の状態 および 実験の結果を 一括して

Table1に 示 した.こ の表に依つて,実 験後巣房の増加している巣と増加していない巣を

比較する時,両 者の間に認められる著しい相異は,幼 虫が孵化 しているか否かと言 う点で

あると考える.幼 虫が出現す ると一般に,一 時巣房の増加は止るか,著 しく少 くなる現象

については,"巣 の発展II"4)に 於て述べたのであるが,こ の実験に依つて再び確認する

ことが出来た.

巣No.108で は2匹 の幼虫が孵化 しているに拘らず,3個 の巣房を増築してお り,こ

の観察に於ける唯一の例外であるが,幼 虫は何れも非常に小さく,孵化 直後 と見なすこと

が出来 る点からして,幼 虫の孵化す る以前に巣房の増築が行われたものと推察する.

次に巣No.106の 場合であるが,こ の巣では5月5日 に孵化 していた3幼 虫を取 り除

いたところ,13日 迄の間には幼虫は孵化せず,巣 房が2個 増加していた.僅 に1例 だけで

あるので判然 としないが,巣No.106に 於て幼虫の孵化 後間もな く巣房が増加したのは,

幼虫を取 り除いたこと,並 に,そ の後断 く幼虫が孵化 しなかつた ことに起因するのではな

いかと推察される.

・.初 めて幼虫が孵化 するとその後暫 くの間,建 設雌の産卵率が著しく低下する現象は

前鞭4)で 述べたのであるが,こ の実験観察に於ても同様のことを認めることが出来た.

巣No.106に 於ては孵化 していた幼虫を総て取 り除き,そ の後暫 くの間幼虫が孵化 しな

かつた為か,幼 虫を取 り除いた後,次 の観察迄の期間に幼虫が孵化 した巣に比べて,産 卵
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数が多いのであるが,こ のような例について数多 くの精しい観察を行い,こ れと自然状態

に於け る産卵の消長 とを比較考察するならば,幼 虫の孵化 と産卵との関係を究明すること

が出来 るのではないか と考える.

ハ.本 論文の初めに述べたように,卵 及び幼虫を除去した 目的の 一つは,人 為的に空室

を増加することに依つて,建 設雌の産卵率を増大することが,出 来るか否かを知ることで

あつた.Table1に 基いて空室 と産卵 との関係を調べて見たい.

巣No.100に 於ては5月5日 に3個 の空室があるが,更 に実験的に3個 の空室を造つ

たので合計6個 の空室が出来た.そ の後13日 迄の間に4個 の巣房を増加した為5月5日

から13日 迄の間の空室の合計は10個 である.一一方 この期間に行つた産卵数は7個 である

ので,空 室数に対す る産卵数の割合は0.7で ある.他 の巣に就いても同様な方法によつて,

空室数 と産卵数 との割合を算出してTable2に 示した.

Table  2.. Rate of egg laying per total number of empty cells.

若 し空室の存在が産卵を誘発する要因であるならば,空 室数 と産卵 との間には相関関係

があ る筈 であ るが,Table2を 見 る時 そのよ うな関係があ るとは思えな い.Table2に

於て,空 室数に比べて産卵数の多い巣は幼虫が孵化 していない巣であ り,産 卵数の少い巣

は幼虫が孵化 している巣である.前 報1)に述べたよ うに,幼 虫の孵化は産卵に著しい影響

を及ぼすので,産 卵数 と空室数 との関係及び実験的な空室数の増加と産卵率 との関係を調

べ る為には,幼 虫の孵化前の期間を選んで,上 記の関係について考察しなければならない

と 考 え,Table3を 作 つ た.こ の 表 に 於 て 巣No.100,No.101,No.107以 外 の 巣 で は

自然状態に於ける観察結果を示した.

Table 3. Relation between oviposition rate and the total number 
    of empty cells (for the period of 7 or 9 days before the 

     hatching of  larvae).

この表に就いて考察を加えても,空 室数 と産卵数 との間に密接な関係があるとは 認められな

い.叉,卵 及び幼虫を人為的に除去して空室数を増加した巣と,自 然状態の巣とについて,



531

空室数 と産卵数 との関係を比較考察して見ると,人 為的に巣房を増加することに依つて,

産卵率は増大 しないと云 うことが判る.

以上のように建設雌の産卵率を左右するのは 空室数の多少及びその増減ではなく,他 の

要因に依ると考えられる.

二.幼 虫及び卵を取 り去つた巣房に再び産卵する際,全 く任意に行 うのであれば,各 の

隅に産卵する確率はそれぞれ1/6に なるはずである.然 し,実 験結果によると,前 と同じ

隅に産卵 した場合が,30個 の中14個 もあつた.例 数が少いとは言え,前 と同じ隅に産卵

する場合が,殆 んど半数あると言 うことは建設雌が卵を産附する際,決 して任意の位置に

附けるのではないことを暗示するものと云えよ う.

Figs.1-19を 見れば判る様に,フ タモンアシナガバチでは卵を巣の中心部に近付けて

産附する傾向が顕著である.こ の傾向は実験後よりも,自 然状態である実験前に於て一層

はつき りと伺 うことが出来 る.最 初に造つた,支 柱の附いている部分を中心 として,巣 房

は遠心的に造築され るに対し,卵 は求心的に産附されるようである.

この原因については前報2)に簡単に述べたが,産 卵の際に巣房の前面(口 の方)に 位置

して産下しよ うとする産卵姿勢も,原 因の一つ として挙げねばならないと考えられる.こ

の実験に於て,卵 及び幼虫を取 り除いた巣房に再産卵する時,小 さな巣の方が大 きな巣 よ

りも集中的に産附されるのは,巣 が大きな程産卵の時に,い ろいろな方向に体を向けるこ

とが出来る為,一 定の所に集中しないのであると推定される.

然し,実 験的に卵及び幼虫を取 り除いた中心部の巣房は,他 の周辺部の空室よりも優先

的に産卵する傾向は総ての巣に認められることである.こ のように巣に於ける巣房の位置

に依つて,産 卵の優先順位(個 々の巣房に直線的な順位があるか どうか不明である)が あ

ると云 うことは,蜂 が卵を巣の一部に集中させようとする習性から生起するのではないか

と考えられる.

ホ.実 験的に取 り除いた以外に卵や幼虫がなくなつた巣があるが,こ のような巣は総て

幼虫が孵化 している.卵 の消失 と幼虫の孵化 との間に密接な関連があること,及 び,そ の

原因は若令幼虫の餌料として卵が使われるからであることは,前 報3)に記述 した処である.

このような場合,な くなる卵が周辺部の比較的新鮮なものであることは,Figs.1-19を

見れば判然 とする.幼 虫がなくなることもあるが,そ の原因は今の処判らない.

摘 要

1.幼 虫が孵化 すると巣房の増加および産卵は中絶するか,若 しくは著るしく少くなる

ことは,既 に前報3・4)に述べたのであるが,こ の研究に依つてこの現象を再び確認す ること

が出来た.

2・巣の一部の卵及び幼虫を除去して,人 為的に空室数を増加しても,産 卵率そのもの

は増大しない.

短期間に於ては,空 室数と産卵数 との間には何等の関係 もない.従 つて,産 卵を誘起す

る要因は空室数の多少及び増加ではないと考えられ る.
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3.卵 を 巣の中心 部 に近付 けて産附 する傾 向が顕著であ るのは,蜂 が巣 の前 面(巣 房 の

口の方)に つか まつて産卵 しよ うとす る為 と,岡 辺部 の空室 よ りは,中心 部 の空室に優先

的に産卵 しよ うとす る習性,即 ち卵 を巣の中心部 に集 中させ よ うとす る習性に依 ると推 察

され る.

4.あ る巣房の卵の消失 と,他 の巣房の幼 虫の孵化 との間に密接 な関連 があるのは,卵

を若令幼虫に給餌す る為であ り.こ の よ うな場合には,巣 の周辺部の比較 的薪 しい卵 が使

われ る.

本 研 究を遂行 す るに当 り,種 々懇切 な御指導 と助言 を賜 り,且 つ丈献を貸与 され,校 閲
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学 を許可 され た九州大学農 学部,兵 庫県教育委 員会,種 々の便宜を惜 まれなかつた教 室員

の方 々に厚 く感謝 の意 を表 す る.
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 Summary 

   1. The fact that the emergence of the newly hatched larvae in the nest 

of Polistes chinensis antennalis Perez may be the limiting factor to the rate 

of cell construction and oviposition of the founding female was again ascer-

tained in the present study. Namely, the emergence of the newly hatched 

larvae stops or delays the increase of cells or oviposition. 

   2. Even if a part of eggs and larvae are removed artificially from the nest 

(this means the increase of empty cells), the rate of oviposition of the found-
ing female does not increase. There is no definite relation between the number 

of empty cells and the rate of oviposition during a short initial period. Therefore, 

the stimuli of oviposition do not appear to be related both to the number and 

the increase of empty cells. 

   3. The characteristic feature that the female wasps tend to deposit their 

eggs to the cell-walls facing to the centre of the comb may be ascribed to the 

following reasons : 1—it is the natural attitude of the females in their earlier
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life that they grasp the entrance of the cells at their  oviposition  ; 2—it seems 

to be a natural habit of this wasp that the females lay their eggs intensively 

into the empty cells at the central area of the comb rather than those of the 

outer rings. 

   4. The disappearance of the eggs in some cells is highly correlated with 

the hatching of the young larvae in the other cells. This phenomenon can be 

explained from the fact that the young larvae are often fed with comparatively 

newly laid eggs which are attached to the cell-walls of the outer rings of the 

comb.


